
物質名事業所名 環境基準値地下水測定値

化学物質の管理

　過去に有機塩素系化合物を使用していた事業所におけ
る地下水測定結果は、問題ありませんでした。

地下水管理状況

PRTR法対象物質の排出移動量削減に向けて、VOCフリー塗料への切り替えや塗装工程の改善による使用量削減などを実施しています。

削減に向けた取り組み

PRTR法対象物質の削減

VOC（揮発性有機化合物）

1,600

1,200

800

400

0

100

75

50

25

0

［PRTR法対象全物質の排出量・移動量の推移］
排出量 移動量 排出移動原単位

［PRTR法対象物質（VOC）の排出量の推移］ ［2008年度物質別排出移動量の割合］
VOC排出量

その他 4.9%
スチレン 3.6%マンガン及び

その化合物 6.1%

鉛及びその化合物
6.1%

エチルベンゼン
14.5%

キシレン
36.2%

トルエン
28.7%

［2008年度 ＰＲＴＲ集計結果］〔国内事業所ごとの年間取扱量1トン（特定第１種は0.5トン）以上の物質について集計〕

物質名称 大気
排出量 移動量

政令No.

亜鉛の水溶性化合物
アジピン酸ビス（2-エチルヘキシル）
ビスフェノールA型エポキシ樹脂
エチルベンゼン
エチレングリコール
カドミウム及びその化合物
キシレン
クロム及び3価クロム化合物
6価クロム化合物
コバルト及びその化合物
ジクロロペンタフルオロプロパン
有機スズ化合物
スチレン
1,3,5-トリメチルベンゼン
トルエン
鉛及びその化合物
ニッケル
ニッケル化合物
フェノール
フタル酸ジ-n-ブチル
フッ化水素及びその水溶性塩
ほう素及びその化合物
マンガン及びその化合物
モリブデン及びその化合物

0.0
0.0
0.0

101,890
0.0
0.0
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0.0
0.0
0.0
5.9

27,707
1,713

195,984
17
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
6.4
0.0

577,220

公共用水域
40
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
40

土壌
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0

自社埋立
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0

下水道
18
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
30
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
48

場外移動
0.0
327
771

10,018
168
9,584
29,638
15,630
378
0.0

4,650
5.0
0.0
285

25,189
46,687
598
516
0.0
48

1,625
1,353
46,671
0.0

194,141

1
9
30
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68
69
100
144
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177
224
227
230
231
232
266
270
283
304
311
346

合計

前年度比▲2.0%

前年度比＋2.2%

●前年度比２％削減

●前年度比２％削減

●排出移動量

●排出移動原単位

主な活動テーマ 2008年度目標 2008年度実績
２００８年度の
目標と実績

廃棄物排出量
　廃棄物排出原単位は、2007年度より5.5％増加し、目標未達
成となりました。廃棄物排出量は、94,112ｔとなり、２００７年度より
1.2％増加し、目標は未達成でした。この理由は、FWパイプの事業
撤退により産業廃棄物排出量が前年度より多くなったためです。

廃棄物の埋立比率
　廃棄物の埋立比率は、6.0％となり、目標は未達でした。理由
は、鉄鋼スラグの再資源化委託先の減少およびFWパイプの
事業撤退により一時的に埋立処分量が多くなったためです。

循環型社会の形成

3Ｒの推進

［循環資源処理フロー］

（万t）
排出原単位

注1：2005年度までは国内事業所のみ、2006年度以降は海外事業所を含みます。
注2：排出原単位（2004年度を100とする）＝廃棄物排出量÷連結売上高

注1：排出移動原単位＝排出移動量÷連結売上高

［廃棄物等排出量の推移］

20

15

10

5

0

（%）
100

75

50

25

0

埋立量再資源化・減量化量有価物売却量

87
92

100 （％）

（年度）

（単位：t/年） （国内事業所データ）

（年度）

（万t） （％）

再資源化率（全） 再資源化率（特定建設資材）

注1：2005年度まではクボタ本体。2006年度以降は国内グループ会社も含みます。       
注2：再資源化率（全）は特定建設資材廃棄物以外の工事廃棄物も含みます。       
注3：再資源化率＝〔有価物＋再使用量＋再生利用量＋減量化量（熱回収）〕÷排出量（含有価物）
　　 但し、2006年以前は減量化量に単純焼却、脱水等の量も含みます。

注1：社外中間処理に伴う減量化量、処理後再資源化量、最終埋立量は委託先での調査結果です。
注2：流通回収廃棄物372tは除外しています。

［建設廃棄物再資源化率の推移］
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注：2004～2006年度
埋立比率（％）＝直接埋立量÷廃棄物排出量
2007～2008年度
埋立比率（％）＝（直接埋立量＋中間処理後最終埋立量）÷
（有価物量＋廃棄物排出量）

［埋立比率の推移］
 （国内事業所データ）
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［廃棄物排出量の内訳］
 （国内事業所データ）

総排出量
90,186t/年

鉱さい
63%

その他 3%

木くず 2%

金属くず 2%

ばいじん 6%

汚泥 10%

廃油 4%

廃プラス
チック類 5%
がれき 5%

2004 2005 2006 2007 2008

中間処理量
86,779

（年度）

●廃棄物排出量

●廃棄物排出原単位

●埋立比率

●前年度比２％削減

●前年度比２％削減

●0.9％（国内事業所）

前年度比＋5.5%

前年度比＋1.2%

6.0%（国内事業所）

主な活動テーマ 2008年度目標 2008年度実績
２００８年度の
目標と実績
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トリクロロエチレン

トリクロロエチレン

不検出
（0.001mg╱L未満）

不検出
（0.001mg╱L未満）

0.03mg╱L以下

0.03mg╱L以下
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クボタグループは、循環型社会の形成に向けて廃棄物のリサイクルやゼロ・エミッションの推進など再資源化や廃棄物
の削減に取り組んでいます。

クボタグループは、ＰＲＴＲ制度のもと化学物質の適正な管理と削減目標の達成に向けて継続的な活動に取り組んで
います。
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